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我々は光を用いた自律的かつ環境に対して動的な超高速意思決定機構の実現に向け，フォトク

ロミックジアリールエテン単結晶の光異性化に着目し研究を行っている[1]．本研究では，異性体

境界のナノメートルスケールでの動的挙動を光てこ方式原子間力顕微鏡で観察した．  

真空蒸着法で成膜したジアリールエテン単結晶薄膜に，閉環体 1c への異性化(着色)用の紫外

光(波長 365 nm)と，開環体 1o への異性化(消色)用の可視光（波長 670 nm）を対向するように重

ねて照射したところ(Fig.1)，表面モルフォロジーの異なる開環体領域と閉環体領域の数十 nm以下

の鋭い境界を捉えた．照射した光はどちらも数百 μm オーダーの広がりを持つにもかかわらず，

フォトクロミック結晶により，２種の光の強度分布の特徴的な境界が明瞭に形成されることを示

しており，意思決定問題の選択肢自体を定める機能の実現につながる．紫外光の相対的強度を調

節することで，この境界の動的形態変化を伴う移動を可逆的に制御できることを観察した(Fig.2)．

紫外光を切り，可視光の効果で開環体領域が拡大する際に，境界の数百 nm の鋸歯状構造は失わ

れ，数 μmオーダーへ平滑化された．  

今後は，ブロードな光照射が与える大局的条件にフォトクロミック結晶のミクロな性質が掛け

合わされて，局所的な組成・構造の変調が生じる物理に，カタストロフィー理論や圏論などによ

る理論的考察を加え，境界形成に基づく意思決定を実現する． 
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